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健やかな体の育成 地域とともにある学校

◎基礎基本の確かな定着
◎主体的・対話的に学び合う
授業づくり
〇家庭学習の定着
〇読書活動の推進

確かな学力の向上

・確かな学力の定着・向上に向けてさらに取り組んでいきたい
・児童の育ちにつながるよう地域や保護者の力を積極的に活用できるような取り組みを計画していきたい
・校内研修をより一層充実させるとともに、教師の授業改善及び指導力の向上を目指した取組を継続していきたい

その他の課題

○自分の力を正確に計測できるよう
準備して新体力テストに臨んだ
〇子供たちは元気に外遊びを行い、
授業でもできる限りの体力づくりを
行った
〇避難訓練は例年通り実施できた。
〇「早寝・早起き・朝ごはん」等につい
て、保護者に啓発することができた

〇わかりやすく伝えている
　（保護者89.7％）
〇電話連絡等で、保護者と担任が話
し合う機会を多くした
〇複数学年が近隣の幼児と交流する
ことができた
〇見守り活動、もちつき、秋祭り、町
探検、昔遊び、田植え・稲刈り、花植
え替え、地域の方々と関わらせてもら
えた

〇相手を思いやり、進んでコミュニ
ケーションを図る子供を重点視点とし
た授業をさらに進めていく
〇ICTの積極活用を進めながら、基礎
基本を大切にし、毎日の勉強が分か
る児童をさらに増やしていく
〇継続的・計画的に家庭学習・自主
学習に取り組むようにしていく

〇めあてを提示し見通しをもたせ、振
り返りを大切にした授業の実施
〇ICTを積極活用し、基礎基本の定着
と、分かる授業を目指す
○校内研究授業を通して授業改善・
教師の授業力を向上させる
○保護者と協力し、家庭学習の定着
を図る
○図書館司書による蔵書や図書室の
整備、読み聞かせ等を行う

〇授業を中心として児童の体力向上
を図る
○「早寝、早起き、朝ごはん」を推奨
し、基本的生活習慣を整え、感染症
予防の指導をする
○交通安全教室や避難訓練を計画
的に実施し、危機対応能力を養う

〇相手を思いやり、進んでコミュニ
ケーションを図る子供を重点視点とし
た授業を行った
〇県学力調査では、5年国語・算数が
県平均を超えたが、４年国語・算数が
下回った
〇児童の89.3％が毎日の勉強がわか
ると回答している
〇タブレットドリルを始め、ICT端末を
積極的に活用することができた

・県学習到達度調査で基本問
題の正答率が県平均を上回
る
・毎日の勉強が分かる（児童
９０％以上）

○ホームページ、学校便り、学級便
り、保健便り等で学校の情報を定期
的に発信し、授業や行事等を積極的
に公開する
○幼保こ小の交流及び中学校区での
連携を推進する
○地域の方々との交流を通して、地
域の方々の思いや願いについて学ぶ
○地域の人材や資源を活用する

〇児童の94.9％が学校は楽しいと回
答
〇各学期にいじめアンケートを実施す
るとともに、日ごろの見守り等児童の
実態把握に努めて、いじめは100％解
消している。今後も継続して、校内で
連携し見守り指導していく。
〇情報モラル等、外部講師を招いて
学習する授業を行った

豊かな心と学ぶ意欲をもち、主体的にたくましく生きる子供を育てる
研究主題　　自分の思いや考えをもち、豊かに表現できる子供を育てる

西尾　博之

豊かな心の育成

・基本的生活習慣を整え、感染
症予防に留意する
・体力の向上を目指し、学習カー
ドを用いて取り組む。
・休み時間は外遊びを積極的に
行う
・朝ごはんを食べる

・学校の教育活動や子供の様
子をわかりやすく伝えている
（保護者８５％以上）
・地域の人材を活用する
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〇授業、遊びを通して児童の体
力向上に取り組む
〇保健だよりを活用し、児童の健
全育成を図る
〇安全教育については、交通安
全教室や避難計画を実施していく

〇幼小中の連携を密にし、地域や保
護者の力を積極的に学校運営に活用
できるような取組を工夫する
〇参観・懇談の機会や、ホームペー
ジ、学校だより、学級だより、保健だよ
り等でも引き続き学校の情報を発信し
ていく

○教科書や「心のとびら」を活用し「道
徳」の充実を図る
○いじめの未然防止、早期発見に努
め、いじめアンケートを実施し実態把
握及び未然防止に努める
○情報モラルやネット社会に潜む危
険性について学ぶ機会をもつ
○児童会活動等の充実を図り、高学
年をリーダーとし、児童が考え、実行
する取組を行う機会を増やす

・学校が楽しいと感じる
　（児童９0％以上）
・いじめの解消率（１００％）
・情報モラル授業を実施する
・朝の挨拶ができる

〇日頃から児童の実態を把握し、保
護者と連携しながら、いじめの防止、
早期発見、早期解決に努める
〇挨拶運動や交流活動を継続しコ
ミュニケーションを通して児童の心の
教育とする
〇関係機関と連携し、情報モラル教
育を今後も行っていく

◎体力向上の推進
〇基本的生活習慣の確立
〇安全教育の充実

◎家庭・地域との連携充実
〇幼保小の接続、中学校区に
おける学校間連携の推進
〇地域の人材及び資源の活
用

◎道徳・人権教育の充実
◎いじめの未然防止、早期発
見
〇高学年をリーダーとした
チーム学校づくり


